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   杉並区広報課 

 

 
西武新宿線の立体化の早期実現を都に要請 

 

１９日、杉並区長や下井草・井荻・上井草の各駅周辺地区まちづくり協議会の会長、関係

区議など１０名が都庁を訪ね、西武新宿線の連続立体交差事業の早期事業化を安藤副知事に

要請しました。 

 

西武新宿線の杉並区間にある１０カ所の踏切のうち８カ所は、１時間あたりの遮断時間が

４０分以上となっています。この状態は、いわゆる「開かずの踏切」と呼ばれるもので、交

通渋滞を招くとともに市街地の分断、さらには救急活動の妨げにもなっています。 

 

平成２０年、西武新宿線の「野方駅～井荻駅付近」「井荻駅～東伏見駅付近」が、東京都

により連続立体交差事業の事業候補区間に位置付けられました。こうした背景を踏まえ、平

成２３年９月、各駅周辺のまちのあるべき姿を検討するため、地域住民が主体となった「下

井草駅周辺地区まちづくり協議会」、「井荻駅周辺地区まちづくり協議会」、「上井草周辺地区

まちづくり協議会」が発足しました。各まちづくり協議会では、暮らしやすく快適で安全な

まちづくりを目指した「まちづくり構想」を取りまとめ、鉄道立体化の早期着手・早期実現

をまちづくりの最重点事項として区に提案されました。 

 

このような区民の声を受けて、地域の皆さま

が描いたまちの将来像やまちづくりの中心と

なる西武新宿線立体化の早期実現に向けて、区

では「西武新宿線沿線各駅周辺地区まちづくり

方針」を策定し、このたび、区と沿線各まちづ

くり協議会が連携して都知事要請となりまし

た。１９日、午後４時、区長や各まちづくり協

議会会長、関係区議などが東京都を訪れ、安藤

副知事に要望書を手渡しました。区長は、「一刻も早く踏切が無くなり、便利で安全快適な

まちとなるように取組みを進めていただきたい」とあいさつしました。 

 

要請者：田中良区長、井口かづ子区議、浅井くにお区議、島田敏光区議、中村康弘区議 

矢島謙一会長（下井草）、井口哲次郎会長（井荻）、鈴木定雄会長（上井草） 

杉並区都市整備部長、鉄道立体担当副参事 

 

【問い合わせ先】 都市整備部鉄道立体担当 ＴＥＬ：３３１２－２１１１ 内線３５０４ 


